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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のバリア層及び酸素吸収層を有する酸素吸収積層フィルムと、
　第２のバリア層及び水蒸気吸収層を有する水蒸気吸収積層フィルムと、
が対向配置され、且つ前記酸素吸収積層フィルム及び前記水蒸気吸収積層フィルムの端部
にヒートシール部を有し、それによって袋状に成形されている包装袋であって、
　前記ヒートシール部が、酸素吸収層と、水蒸気吸収層と、バリア層と、を有し、
　前記酸素吸収層が、酸素欠損を有する酸化セリウムを含有し、
　前記酸素吸収積層フィルムは、前記酸素吸収層が前記第１のバリア層よりも内側になる
ように配置されており、
　前記水蒸気吸収積層フィルムは、前記水蒸気吸収層が前記第２のバリア層よりも内側に
なるように配置されており、且つ、
　前記酸素吸収積層フィルムの酸素吸収層及び前記水蒸気吸収積層フィルムの水蒸気吸収
層は、それぞれ、他の吸収層を介さずに前記包装袋の内部と対峙している、
前記包装袋。
【請求項２】
　前記水蒸気吸収層がゼオライトを含有する、請求項１に記載の包装袋。
【請求項３】
　前記ヒートシール部が、イージーピール機能を有する層を含む、請求項１又は２に記載
の包装袋。
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【請求項４】
　前記酸素吸収層の片面又は両面にスキン層を有する、請求項１～３のいずれか一項に記
載の包装袋。
【請求項５】
　前記水蒸気吸収層の片面又は両面にスキン層を有する、請求項１～４のいずれか一項に
記載の包装袋。
【請求項６】
　前記第１のバリア層の面のうちの、前記酸素吸収層と反対側の面上に、表面樹脂層を有
する、請求項１～５のいずれか一項に記載の包装袋。
【請求項７】
　前記第２のバリア層の面のうちの、前記水蒸気吸収層と反対側の面上に、表面樹脂層を
有する、請求項１～６のいずれか一項に記載の包装袋。
【請求項８】
　第１のバリア層及び酸素吸収層を有し、前記酸素吸収層が、酸素欠損を有する酸化セリ
ウムを含有する酸素吸収積層フィルムと、第２のバリア層及び水蒸気吸収層を有する水蒸
気吸収積層フィルムと、を準備すること、
　前記酸素吸収積層フィルムと前記水蒸気吸収積層フィルムとを対向配置すること、ここ
で、前記酸素吸収積層フィルムは、前記酸素吸収層が前記第１のバリア層よりも内側にな
るように配置され、且つ、前記水蒸気吸収積層フィルムは、前記水蒸気吸収層が前記第２
のバリア層よりも内側になるように配置され、且つ、前記酸素吸収積層フィルムの酸素吸
収層及び前記水蒸気吸収積層フィルムの水蒸気吸収層は、それぞれ、他の吸収層を介さず
に前記包装袋の内部と対峙するように配置される、並びに、
　前記対向配置した前記酸素吸収積層フィルム及び前記水蒸気吸収積層フィルムの端部を
ヒートシールし、それによって袋状に成形すること、
を含む、包装袋の製造方法。
【請求項９】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の包装袋、及び
　前記包装袋に密封されている内容物
を含む、内容物入り包装袋。
【請求項１０】
　前記内容物が医薬品又は医療用器具である、請求項９に記載の内容物入り包装袋。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、包装袋及びその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、食品、医薬品、医療用機器、医療用器具、電子部品、精密機械、記録材料等
の分野において、水分及び酸素による品質劣化を防止するために、水蒸気吸収能及び酸素
吸収能を有する包装袋中に物品を収納して保存することが行われており、そのための包装
袋が提案されている。
【０００３】
　例えば特許文献１には、シーラントフィルムと機能性多孔質体とが積層された積層フィ
ルム、及び該積層体から得られる包装袋が記載されている。上記機能性多孔体は、消臭効
果を示す粒子及び樹脂成分の組み合わせ、酸素吸収効果を示す粒子及び樹脂成分の組み合
わせ、並びに水蒸気吸収効果を示す粒子及び樹脂成分の組み合わせからなる群から選択さ
れる機能性物質が担持された多孔質体であってよい。特許文献１には、酸素吸収効果を示
す粒子として、酸化セリウム等の無機酸化物、エチレン性不飽和炭化水素等を含有する有
機系混合物等が記載されており、水蒸気吸収効果を示す粒子として、天然ゼオライト、合
成ゼオライト等が記載されている。
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【０００４】
　特許文献２には、水分吸収性積層体と酸素吸収性積層体とを使用した酸素水分吸収性パ
ウチが記載されている。上記水分吸収性積層体は、例えば、ゼオライト等の乾燥剤を含有
する。上記酸素吸収性積層体は、例えばエチレン系不飽和炭化水素系ポリマー等の酸化性
樹脂と、例えばコバルトネオデカノエート等の遷移金属触媒とを含有する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１４－４６５８７号公報
【特許文献２】特開２００９－４０４３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　酸素及び水蒸気の双方を除去する場合、酸素の吸収に水分の存在を要する酸素吸収剤、
例えば鉄系の酸素吸収剤、は使用できない。この場合には、低湿度下においても水分の介
在を要さずに酸素を吸収除去できる酸素吸収剤を使用する必要がある。そのような酸素吸
収剤としては、有機物系の吸収剤が考えられる。
【０００７】
　しかしながら有機物系の酸素吸収剤は、フィルムに練り込んだ場合にブリードアウトし
易く、使用中に内容物に付着して汚染する可能性があるため、好ましくない。
【０００８】
　上記特許文献１及び２に記載された包装袋又はパウチは、水分の介在を要さずに酸素を
吸収除去する機能を有するものであると考えられる。しかしながら、特許文献１に記載さ
れた技術は、酸素及び水蒸気の双方を同時に吸収除去することは想定しておらず、その場
合の具体的構成は開示されていない。特許文献２に記載されたパウチの酸素吸収能は、未
だ不十分である。更に、酸素吸収機能を発揮させるためには、パウチの内側から紫外線を
照射する必要があり、手間がかかる。
【０００９】
　低湿度下においても酸素を速やかに吸収除去し得る酸素吸収剤として、酸素欠損を有す
る酸化セリウムが知られている。
【００１０】
　酸素欠損を有する酸化セリウムを酸素吸収剤として含有するフィルムを用いて得られた
包装袋は、ヒートシール部の端部から包装袋の内部方向に酸素が侵入し、酸素欠損を有す
る酸化セリウムの酸素吸収活性が失活する、いわゆる「端部失活」の問題が生ずることが
ある。特に、イージーピールシーラント層を有する包装袋の場合、この端部失活が顕著に
なる傾向がある。包装袋の端部失活が進行してヒートシール部を越えると、包装袋内部に
酸素が侵入することがある。
【００１１】
　本発明は、上記の事情に鑑みてなされたものである。本発明の目的は、酸素及び水蒸気
の双方を吸収除去することができ、低湿度下においても酸素吸収が可能でありながら、端
部失活の問題が抑制された包装袋、及びその製造方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、以下のとおりである。
【００１３】
　［１］端部にヒートシール部を有し、それによって袋状に成形されている包装袋であっ
て、
　前記ヒートシール部が、酸素吸収層と、水蒸気吸収層と、バリア層と、を有し、
　前記酸素吸収層が、酸素欠損を有する酸化セリウムを含有する、
前記包装袋。
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【００１４】
　［２］前記水蒸気吸収層がゼオライトを含有する、［１］に記載の包装袋。
【００１５】
　［３］前記ヒートシール部が、バリア層と、酸素吸収層と、水蒸気吸収層と、バリア層
とを、この順に有する、［１］又は［２］に記載の包装袋。
【００１６】
　［４］前記ヒートシール部が、イージーピール機能を有する層を含む、［１］～［３］
のいずれか一項に記載の包装袋。
【００１７】
　［５］バリア層及び酸素吸収層を有する酸素吸収積層フィルムと、
　バリア層及び水蒸気吸収層を有する水蒸気吸収積層フィルムと、
が、酸素吸収層及び水蒸気吸収層が内側になるように対向配置され、且つ前記酸素吸収積
層フィルム及び前記水蒸気吸収積層フィルムの端部がヒートシールされており、それによ
って袋状に成形されている、［１］～［４］のいずれか一項に記載の包装袋。
【００１８】
　［６］前記酸素吸収層の片面又は両面にスキン層を有する、［１］～［５］のいずれか
一項に記載の包装袋。
【００１９】
　［７］前記水蒸気吸収層の片面又は両面にスキン層を有する、［１］～［６］のいずれ
か一項に記載の包装袋。
【００２０】
　［８］バリア層及び酸素吸収層を有する酸素吸収積層フィルムと、バリア層及び水蒸気
吸収層を有する水蒸気吸収積層フィルムと、を準備すること、
　前記酸素吸収積層フィルムと前記水蒸気吸収積層フィルムとを、酸素吸収層及び水蒸気
吸収層が内側になるように対向配置すること、
　前記対向配置した前記酸素吸収積層フィルム及び前記水蒸気吸収積層フィルムの端部を
ヒートシールし、それによって袋状に成形すること、
を含む、包装袋の製造方法。
【００２１】
　［９］［１］～［７］のいずれか一項に記載の包装袋、及び
　前記包装袋に密封されている内容物
を含む、内容物入り包装袋。
【００２２】
　［１０］前記内容物が医薬品又は医療用器具である、［９］に記載の内容物入り包装袋
。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によると、酸素及び水蒸気の双方を吸収除去することができ、低湿度下において
も酸素吸収が可能でありながら、端部失活の問題が抑制された包装袋、及びその製造方法
が提供される。
【００２４】
　本発明の包装袋は、袋内部の酸素及び水蒸気濃度を低く維持できるから、例えば、食品
、医薬品、医療用機器、医療用器具、電子部品、精密機械、記録材料等の内容物を保存す
るために好適に用いることができる。特に、医薬品又は医療用器具を内容物とする内容物
入り包装袋への適用が好適である。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】図１は、本発明の包装袋のヒートシール部近傍の層構成の一例を示す概略断面図
である。
【図２】図２は、本発明の包装袋のヒートシール部近傍の層構成の別の一例を示す概略断
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面図である。
【図３】図３は、実施例及び比較例における包装袋を製造するために用いた積層フィルム
の構成を示す概略断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
＜包装袋＞
　本発明の包装袋は、
　端部にヒートシール部を有し、それによって袋状に成形されている包装袋であって、
　前記ヒートシール部が、酸素吸収層と、水蒸気吸収層と、バリア層と、を有し、
　前記酸素吸収層が、酸素欠損を有する酸化セリウムを含有する。
【００２７】
　本発明の包装袋のヒートシール部は、バリア層と、酸素吸収層と、水蒸気吸収層と、バ
リア層とを、この順に有していてよい。
【００２８】
　本発明の包装袋のヒートシール部は、酸素吸収層の片面又は両面にスキン層を更に有し
ていてもよく、水蒸気吸収層の片面又は両面にスキン層を更に有していてもよい。また、
片側又は両側の最外層に、表面樹脂層を更に有していてもよい。
【００２９】
　本発明の包装袋のヒートシール部は、イージーピール機能を有する層を含んでいてよい
。この場合、酸素吸収層、水蒸気吸収層、及び存在する場合にはスキン層のうちの少なく
とも１層がイージーピール機能を有していてもよく、これらの層以外に、イージーピール
機能を有する層を更に含んでいてもよい。
【００３０】
　本発明の包装袋は、酸素吸収層が酸素欠損を有する酸化セリウムを含有している。その
ため、該酸素吸収層は、水分の介在を要さずに酸素を吸収することができる。従って本発
明の包装袋は、低湿度環境下においても優れた酸素吸収能を示す。更に、酸素吸収能を発
揮させるために、紫外線照射等の面倒な手間をかける必要もない。
【００３１】
　本発明の包装袋は、酸素吸収層及び水蒸気吸収層の双方を有することにより、酸素吸収
能が向上されており、ヒートシール部における端部失活が極めて抑制されている。この現
象の作用機序は詳らかではない。しかし本発明者らは、以下の理由のうちの少なくとも１
つが妥当するのではないかと推察している。
【００３２】
（１）包装袋を構成する各層が湿潤すると、酸素が通り易くなる可能性がある。この場合
、水蒸気吸収層が存在すると、包装袋各層の湿潤が抑制されて酸素の通過が制限される結
果、端部失活が抑制されると考えられる。
（２）酸素欠損を有する酸化セリウムが、水分を還元して消費される結果、酸素吸収能が
損なわれる可能性がある。この場合、水蒸気吸収層が存在すると、水分が減少し、酸素欠
損を有する酸化セリウムの減少が抑制される結果、当初の酸素吸収能が維持され、端部失
活が抑制されると考えられる。
（３）酸素欠損を有する酸化セリウムの表面に、水分子が吸着して失活する可能性がある
。この場合、水蒸気吸収層が存在すると、水分が減少し、酸素欠損を有する酸化セリウム
の失活が抑制される結果、当初の酸素吸収能が維持され、端部失活が抑制されると考えら
れる。
【００３３】
　以下、本発明の包装袋について、好ましい実施形態を例として説明する。
【００３４】
　図１及び図２に、本発明のある実施形態における包装袋の、ヒートシール部近傍の層構
成を説明するための概略断面図を示した。
【００３５】
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　図１の包装袋１００におけるヒートシール部１１０は、表面樹脂層５０、バリア層３０
、スキン層４０、酸素吸収層１０、２層のスキン層４０、水蒸気吸収層２０、スキン層４
０、バリア層３０、及び表面樹脂層５０の１０層を、この順に有する。包装袋１００のヒ
ートシール部１１０は、酸素吸収層１０の両面にスキン層４０を有している。水蒸気吸収
層２０の両面にもスキン層４０を有している。更に、両側の最外層に、それぞれ、表面樹
脂層５０を有している。酸素吸収層１０は酸素欠損を有する酸化セリウム１１を含有し、
水蒸気吸収層２０は水蒸気吸収剤２１を含有する。
【００３６】
　図２の包装袋２００におけるヒートシール部２１０は、表面樹脂層５０、バリア層３０
、スキン層４０、酸素吸収層１０、スキン層４０、イージーピール層６０、スキン層４０
、水蒸気吸収層２０、スキン層４０、バリア層３０、及び表面樹脂層５０の１１層を、こ
の順に有する。包装袋２００のヒートシール部２１０は、酸素吸収層１０の両面にスキン
層４０を有している。水蒸気吸収層２０の両面にもスキン層４０を有している。更に、両
側の最外層に、それぞれ、表面樹脂層５０を有している。酸素吸収層１０は酸素欠損を有
する酸化セリウム１１を含有し、水蒸気吸収層２０は水蒸気吸収剤２１を含有する。
【００３７】
［酸素吸収層］
　本実施形態における酸素吸収層は、酸素欠損を有する酸化セリウムを含有する。酸素吸
収層は、酸素欠損を有する酸化セリウムの他に、樹脂を含有していてもよい。
【００３８】
（酸素欠損を有する酸化セリウム）
　酸素欠損を有する酸化セリウムは、酸化セリウムＣｅＯ２を、強還元雰囲気下で還元処
理して、酸化セリウムの結晶格子中から酸素原子を強制的に引き抜くことによって製造さ
れたものであってよい。強還元雰囲気下での還元処理は、例えば水素存在下、例えば８０
０℃以上又は９００℃以上、例えば１，５００℃以下又は１，２００℃以下、典型的には
１，０００℃における熱処理によってよい。
【００３９】
　酸化セリウムの結晶格子中からの水素存在下における酸素原子引き抜きは、例えば、例
えば下記式（１）に従う反応であってよい。
　　ＣｅＯ２＋ｘＨ２→ＣｅＯ２－ｘ＋ｘＨ２Ｏ　　　（１）
【００４０】
　上記のような酸素欠損を有する酸化セリウムは、例えば下記式（２）に従う反応によっ
て酸素を吸収することができる。
【化１】

【００４１】
　上記式（１）及び（２）におけるｘは、０を超え１．０以下の数であり、例えば、０．
１以上、０．２以上、０．３以上、又は０．４以上の数であってよく、例えば、０．８以
下、０．７以下、又は０．６以下の数であってよい。
【００４２】
　酸素欠損を有する酸化セリウムは、上記式（２）から理解されるように、酸素を吸収す
るに際して水分の介在を要さない。従って、酸素吸収層に酸素欠損を有する酸化セリウム
を含有する本実施形態の包装袋は、水分を嫌う内容物を収納保存するのに極めて有効であ
る。
【００４３】
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　酸素欠損を有する酸化セリウムは粒子状であってよい。この場合、酸素欠損を有する酸
化セリウムの平均粒径は、レーザー回折・散乱法によって求めた粒度分布におけるメジア
ン径として、例えば、１００ｎｍ以上、５００ｎｍ以上、又は１μｍ以上であってよく、
例えば、７０μｍ以下、５０μｍ以下、又は４０μｍ以下であってよい。
【００４４】
　本実施形態の酸素吸収層における酸素欠損を有する酸化セリウムの含有割合は、所望の
酸素吸収能を有効に発現させる観点から、酸素吸収層の全質量に対して、１質量％以上、
５質量％以上、１０質量％以上、又は２０質量％以上であってよい。一方で、酸素吸収層
の製造し易さの観点からは、酸化セリウムの含有割合は、酸素吸収層の全質量に対して、
７５質量％以下、６５質量％以下、６０質量％以下、５７質量％以下、５５質量％以下、
５０質量％以下、４５質量％以下、又は４０質量％以下であってよい。
【００４５】
（樹脂）
　本実施形態における酸素吸収層が含有する樹脂は、熱可塑性樹脂であってよい。熱可塑
性樹脂は、例えば、ポリオレフィン、オレフィン系共重合体、ポリ芳香族ビニル化合物、
ポリエステル、アイオノマー樹脂、ポリカーボネート、ポリアミド等の中から適宜選択し
て使用してよい。
【００４６】
　上記ポリオレフィンは、例えば、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、直鎖低密度ポリエ
チレン（ＬＬＤＰＥ）、中密度ポリエチレン（ＭＤＰＥ）、高密度ポリエチレン（ＨＤＰ
Ｅ）、ポリプロピレン、メタロセン触媒によるポリプロピレン、プロピレン－エチレン　
ブロック共重合体、プロピレン－エチレン　ランダム共重合体、ポリメチルペンテン、ポ
リ塩化ビニル等であってよく、これらの変性物であってもよい。ポリオレフィンの変性物
は、例えば、塩素化ポリプロピレン、カルボン酸変性ポリエチレン、カルボン酸変性ポリ
プロピレン等であってよい。
【００４７】
　オレフィン系共重合体は、例えば、エチレン－酢酸ビニル共重合体（ＥＶＡ）、エチレ
ン－アクリル酸共重合体（ＥＡＡ）、エチレン－メタクリル酸共重合体（ＥＭＡＡ）、エ
チレン－アクリル酸エチル共重合体（ＥＥＡ）、エチレン－アクリル酸メチル共重合体（
ＥＭＡＣ）等であってよく、これらの変性物であってもよい。オレフィン系共重合体の変
性物は、例えば、カルボン酸変性ＥＶＡ等であってよい。
【００４８】
　樹脂は、１種類のみを用いてもよく、２種類以上を混合して使用してもよい。
【００４９】
（酸素吸収層の厚さ）
　本実施形態の包装袋における酸素吸収層の厚さは、酸素欠損を有する酸化セリウムの脱
落を防止する観点から、例えば、１０μｍ以上、２０μｍ以上、又は３０μｍ以上であっ
てよく、包装袋を製造するときの適度のヒートシール性を確保する観点から、例えば、３
００μｍ以下、２００μｍ以下、１００μｍ以下、８０μｍ以下、又は５０μｍ以下であ
ってよい。
【００５０】
［水蒸気吸収層］
　本実施形態の包装袋における水蒸気吸収層は、水蒸気吸収能を有する樹脂層であってよ
く、例えば、水蒸気吸収剤及び樹脂を含有してよい。
【００５１】
（水蒸気吸収剤）
　水蒸気吸収剤は、例えば、無機酸化物、無機塩等であってよい。
【００５２】
　無機酸化物は、例えば、ゼオライト、酸化カルシウム（生石灰）、シリカゲル、酸化ア
ルミニウム等であってよい。無機塩は、例えば、硫酸マグネシウム、塩化カルシウム等で
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あってよい。
【００５３】
　水蒸気吸収剤としては、上記のうちゼオライトが好適である。ゼオライトは、天然ゼオ
ライト、人工ゼオライト、合成ゼオライト等であってよい。合成ゼオライトは、親水性ゼ
オライトであってよく、好ましくは例えば、モレキュラーシーブ３Ａ、同４Ａ、同５Ａ、
及び同１３Ｘの中から適宜選択して用いられる。
【００５４】
　水蒸気吸収剤は粒子状であってよい。この場合、水蒸気吸収剤の平均粒径は、レーザー
回折・散乱法によって求めた粒度分布におけるメジアン径として、例えば、１００ｎｍ以
上、５００ｎｍ以上、又は１μｍ以上であってよく、例えば、５０μｍ以下、３０μｍ以
下、又は１５μｍ以下であってよい。
【００５５】
　本実施形態の水蒸気吸収層における水蒸気吸収剤の含有割合は、水蒸気吸収層の全質量
に対して、１質量％以上、５質量％以上、１０質量％以上、又は２０質量％以上であって
よく、７０質量％以下、６５質量％以下、６０質量％以下、又は５５質量％以下であって
よい。
【００５６】
（樹脂）
　本実施形態における水蒸気吸収層が任意的に含有する樹脂は、熱可塑性樹脂であってよ
く、酸素吸収層における熱可塑性樹脂として上記に例示したものの中から、適宜選択され
てよい。
【００５７】
（水蒸気吸収層の厚さ）
　本実施形態の包装袋における水蒸気吸収層の厚さは、水蒸気吸収剤の脱落を防止する観
点から、例えば、１０μｍ以上、２０μｍ以上、又は３０μｍ以上であってよく、包装袋
を製造するときの適度のヒートシール性を確保する観点から、例えば、１００μｍ以下、
９５μｍ以下、９０μｍ以下、８５μｍ以下、８０μｍ以下、又は７５μｍ以下であって
よい。
【００５８】
［バリア層］
　本実施形態の包装袋におけるバリア層は、外部から包装袋の内部への水蒸気および酸素
の侵入を防止するための層である。
【００５９】
　バリア層は、例えば、金属箔、透明ガスバリアフィルム等であってよい。金属箔は、例
えば、純アルミニウム、アルミニウム合金等から成る箔であってよい。透明ガスバリアフ
ィルムは、ポリオレフィン、ビニル系ポリマー、ポリエステル、ポリアミド等の樹脂フィ
ルムに、アルミニウム蒸着膜、シリカ蒸着膜、アルミナ蒸着膜、若しくはシリカ・アルミ
ナ二元蒸着膜等の無機物蒸着膜、又はポリ塩化ビニリデンコーティング膜、若しくはポリ
フッ化ビニリデンコーティング膜等の有機物コーティング膜を備えたフィルムであってよ
い。
【００６０】
　バリア層の厚みは、包装袋に適度の強度を与え、ヒートシール等の加工性を確保するた
め、例えば、５μｍ以上又は７μｍ以上であってよく、例えば、４５μｍ以下、３０μｍ
以下、２０μｍ以下、又は１０μｍ以下であってよい。本実施形態の包装袋が、特にヒー
トシール部において２層以上のバリア層を有する場合、上記の厚みは１層のバリア層につ
いての値である。
【００６１】
［スキン層］
　本実施形態の包装袋は、酸素吸収層の片面又は両面にスキン層を有していてもよく、水
蒸気吸収層の片面又は両面にスキン層を有していてもよい。スキン層は、これらの吸収層
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を保護し、成膜安定性を向上し、これら吸収層からの水蒸気吸収剤又は酸素欠損を有する
酸化セリウムの脱落を防止し、更にこれらの吸収層を他の層と積層するための表面平滑性
を付与する機能を有する。スキン層は更に、ヒートシールによって包装袋を形成するため
のヒートシール性を有していてよい。
【００６２】
　スキン層は、例えば、熱可塑性樹脂から構成されていてよい。熱可塑性樹脂は、例えば
、ポリオレフィンであってよい。ポリオレフィンは、例えば、低密度ポリエチレン（ＬＤ
ＰＥ）、直鎖低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、中密度ポリエチレン（ＭＤＰＥ）、高
密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、ポリプロピレン、メタロセン触媒によるポリプロピレン
、プロピレン－エチレン　ブロック共重合体、プロピレン－エチレン　ランダム共重合体
等であってよく、これらの変性物であってもよい。ポリオレフィンの変性物は、例えば、
塩素化ポリプロピレン、カルボン酸変性ポリエチレン、カルボン酸変性ポリプロピレン等
であってよい。これらの熱可塑性樹脂は、１種類のみを用いてもよく、２種類以上を混合
して使用してもよい。
【００６３】
　スキン層は、厚さ２５μｍのフィルム状に成形し、温度４０℃、湿度９０％－ＲＨにお
いて測定したときの水蒸気透過度が、十分に高い水蒸気吸収速度を確保するために、５ｇ
／（ｍ２・ｄａｙ）以上であってよく、一方で製造工程中における吸収能の失活を防止す
るために、１００ｇ／（ｍ２・ｄａｙ）以下であってよい。
【００６４】
　スキン層の密度は、例えば、０．８５ｇ／ｍ３以上又は０．８７ｇ／ｍ３以上であって
よく、例えば、１．５ｇ／ｍ３以下又は０．９５ｇ／ｍ３以下であってよい。
【００６５】
　スキン層の厚さは、水蒸気吸収剤又は酸素欠損を有する酸化セリウムの脱落を効果的に
防止するために、例えば、２μｍ以上、３μｍ以上、５μｍ以上、又は８μｍ以上であっ
てよく、適度のヒートシール性及び吸収速度を確保するために、例えば、２０μｍ以下、
１８μｍ以下、１５μｍ以下、又は１２μｍ以下であってよい。本実施形態の包装袋が、
２層以上のスキン層を有する場合、上記の厚みは１層のスキン層についての値である。
【００６６】
［表面樹脂層］
　本実施形態の包装袋における表面樹脂層は、バリア層を保護してバリア性を維持すると
ともに、本実施形態の包装袋を構成する積層フィルムに、フィルムとして必要な強度、加
工の際に要求されるコシ等を付与するために、バリア層の包装袋外側（酸素吸収層および
水蒸気吸収層の配置される面とは反対の側）に配置されてよい。
【００６７】
　本実施形態の包装袋における表面樹脂層としては、ポリエステル系樹脂フィルム、ポリ
アミド系樹脂フィルム、ポリオレフィン系樹脂フィルム等から構成される単層又は多層の
フィルムであってよい。表面樹脂層は、印刷が施されていてもよい。
【００６８】
　ポリエステル系樹脂フィルムは、例えば、ポリエチレンテレフタレート等から成るフィ
ルムであってよい。ポリアミド系樹脂フィルムは、例えば、各種のナイロン等から成るフ
ィルムであってよい。ポリオレフィン系樹脂フィルムとしては、例えば、ポリエチレン系
樹脂、ポリプロピレン系樹脂、環状ポリオレフィン樹脂等から成るフィルムであってよい
。これらのフィルムは、得られる包装袋の耐熱性及び耐衝撃性をより向上させるため、２
軸延伸加工を施したものであってもよい。
【００６９】
　表面樹脂層の厚さは、バリア層を十分に保護し、包装袋に適度な強度及びコシを付与す
るために、例えば、２μｍ以上、３μｍ以上、５μｍ以上、又は８μｍ以上であってよく
、得られる包装袋の総厚さを過度に厚くしないために、例えば、２０μｍ以下、１８μｍ
以下、又は１５μｍ以下であってよい。本実施形態の包装袋が、２層以上の表面樹脂層を
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有する場合、上記の厚みは１層の表面樹脂層についての値である。
【００７０】
［イージーピール機能を有する層］
　イージーピール機能を有する層は、酸素吸収層、及び水蒸気吸収層、並びに存在する場
合にはスキン層のうちの少なくとも１層がイージーピール機能を有する場合であってもよ
く、これらの層以外に、イージーピール機能を有する層を別個に含んでいてもよい。イー
ジーピール機能を有する層を別個に含む場合、酸素吸収層と水蒸気吸収層の間に配置する
のが好ましい。特には、イージーピール機能及びヒートシール性の双方を有する、イージ
ーピールシーラント層の場合である。ここで、イージーピール機能とは、包装袋を剥離開
封するときの剥離強度をＪＩＳ　Ｋ６８５４－３に準拠して測定したときに、１Ｎ～１０
Ｎ／１５ｍｍの範囲の値を示すことを意味するものである。
【００７１】
　イージーピールシーラント層は、例えば、組成の異なる樹脂を混合して海－島構造を付
与した樹脂からなる凝集剥離する層を有する積層体であるか、又は最外層のうちの少なく
とも片方がヒートシール性を有する積層体であって開封時に層間剥離する多層樹脂層等で
あってよい。
【００７２】
　イージーピールシーラントとして市販品を使用してもよい。例えば、ジェイフィルム株
式会社製の品名「ＩＭＸフィルム」、「ＶＭＸフィルム」、「ＬＣＸフィルム」、「ＳＭ
Ｘフィルム」等；三菱化学株式会社製の品名「ＶＭＸ（登録商標）」等、；東セロ株式会
社製の品名「ＣＭＰＳ（登録商標）」、「Ｔ．Ａ．Ｆ．（登録商標）」；住化プラステッ
ク株式会社製の品名「アシストＡＥ」シリーズ、「アシストＭ」シリーズ、「アシストＰ
」シリーズ；オカモト株式会社製の品名「アロマーフィルム」；サン・トックス株式会社
製の品名「サントックス－ＣＰ」等から適宜選択されてよい。
【００７３】
　イージーピール機能を有する層、特にイージーピールシーラント層の厚みは、例えば、
５μｍ以上、１０μｍ以上、１５μｍ以上、又は２０μｍ以上であってよく、例えば、１
００μｍ以下、５０μｍ以下、又は４０μ以下であってよい。
【００７４】
［包装袋の層構成］
　本実施形態の包装袋は、
　バリア層及び酸素吸収層を有する酸素吸収積層フィルムと、
　バリア層及び水蒸気吸収層を有する水蒸気吸収積層フィルムと、
が、酸素吸収層及び水蒸気吸収層が内側になるように対向配置され、且つ前記酸素吸収積
層フィルム及び前記水蒸気吸収積層フィルムの端部がヒートシールされており、それによ
って袋状に成形されているものであってよい。
【００７５】
　包装袋をこのような構成にすることにより、酸素吸収層及び水蒸気吸収層の双方が包装
袋の内部と近い位置に配置されることになるため、包装袋内部の酸素濃度及び湿度の双方
を効果的に低減することができ、かつ端部失活を抑制することができる。これに対して、
酸素吸収層及び水蒸気吸収層の双方をどちらかの積層フィルム側にまとめて配置すると、
端部失活を抑制することはできるものの、酸素吸収層及び水蒸気吸収層のうちのいずれか
の吸収層が、他の吸収層を介して包装袋内部と対峙することになり、当該吸収能が損なわ
れるおそれがある。例えば、バリア層、酸素吸収層、及び水蒸気吸収層をこの順に有する
積層フィルムと、バリア層を有する積層フィルムとを、水蒸気吸収層が内側になるように
対向配置した端部をヒートシールして袋状に成形して成る包装袋は、酸素吸収層が水蒸気
吸収層を介して包装袋内部と対峙することになるから、酸素吸収能が損なわれるおそれが
ある。
【００７６】
　酸素吸収積層フィルム及び水蒸気吸収積層フィルムは、これらを酸素吸収層及び水蒸気
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吸収層が内側になるように対向配置して端部をヒートシールしたヒートシール部が上記の
構成になるように選択される。従って、酸素吸収積層フィルムは、酸素吸収層の片面又は
両面にはスキン層を更に有していてもよく、水蒸気吸収積層フィルムは、水蒸気吸収層の
片面又は両面にスキン層を更に有していてもよい。また、酸素吸収積層フィルム及び水蒸
気吸収積層フィルムは、それぞれのバリア層に対して各吸収層とは逆側の面上に、表面樹
脂層を更に有していてもよい。
【００７７】
　本発明の包装袋のヒートシール部がイージーピール機能を有する層を含む場合、酸素吸
収積層フィルム及び水蒸気吸収積層フィルムのいずれかは、各吸収層、又は存在する場合
にはスキン層の面上に、イージーピール機能を有する層を更に有していてよい。
【００７８】
＜包装袋の製造方法＞
　本実施形態の包装袋は、例えば、
　バリア層及び酸素吸収層を有する酸素吸収積層フィルムと、バリア層及び水蒸気吸収層
を有する水蒸気吸収積層フィルムと、を準備すること（積層フィルム準備工程）、
　酸素吸収積層フィルムと水蒸気吸収積層フィルムとを、酸素吸収層及び水蒸気吸収層が
内側になるように対向配置すること（配置工程）、
　対向配置した酸素吸収積層フィルム及び水蒸気吸収積層フィルムの端部をヒートシール
し、それによって袋状に成形すること（ヒートシール工程）、
を含む方法によって製造されてよい。
【００７９】
［積層フィルム準備工程］
　本実施形態の包装袋の製造方法においては、先ず、バリア層及び酸素吸収層を有する酸
素吸収積層フィルムと、バリア層及び水蒸気吸収層を有する水蒸気吸収積層フィルムと、
を準備する。これら酸素吸収積層フィルム及び水蒸気吸収積層フィルムは、それぞれ、こ
れらの層以外に、上記した任意的な層を有していてよい。
【００８０】
（酸素吸収層の製造方法）
　酸素吸収層は、酸素欠損を有する酸化セリウム、及び使用する場合には熱可塑性樹脂を
、必要に応じて予備混合して得られた組成物を、適宜の方法、例えば、プレス成型、押出
し成形、射出成形等によってフィルム状に成形することにより、得ることができる。押出
し成形は、例えば、インフレーション法、Ｔダイ法等であってよい。これらのうち、イン
フレーション法及びＴダイ法が便利である。酸素吸収層の片面又は両面にスキン層を配置
する場合には、酸素吸収層の製造時に共押出のインフレーション法又はＴダイ法を採用し
、酸素吸収層とともに所望のスキン層を合わせて成膜することが便利である。
【００８１】
（水蒸気吸収層の製造方法）
　水蒸気吸収層は、水蒸気吸収剤、及び使用する場合には熱可塑性樹脂を用いて、酸素吸
収層の場合と略同様の手順により、得ることができる。水蒸気吸収層の片面又は両面にス
キン層を配置する場合には、水蒸気吸収層の製造時に共押出のインフレーション法又はＴ
ダイ法を採用し、水蒸気吸収層とともに所望のスキン層を合わせて成膜することが便利で
ある点も、同様である。
【００８２】
（各層の積層）
　酸素吸収積層フィルム及び水蒸気吸収積層フィルムにおける各層の積層は、公知のサン
ドラミネート法、ドライラミネート法、共押出法等を適宜に適用することにより、行われ
てよい。
【００８３】
［配置工程］
　次いで配置工程において、酸素吸収積層フィルムと水蒸気吸収積層フィルムとを、酸素
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吸収層及び水蒸気吸収層が内側になるように対向配置する。これらのフィルムがイージー
ピールシーラント層を有する場合には、該イージーピールシーラント層が最内層となり、
イージーピールシーラント層を有さず、且つスキン層を有する場合には、該スキン層が最
内層となってよい。
【００８４】
［ヒートシール工程］
　更にヒートシール工程において、対向配置した酸素吸収積層フィルム及び水蒸気吸収積
層フィルムの端部をヒートシールして袋状に成形することにより、本実施形態の包装袋を
得ることができる。
【００８５】
　ヒートシールは公知の方法によって適宜に行われてよい。ヒートシール幅は、例えば、
３ｍｍ以上、５ｍｍ以上、又は７ｍｍ以上であってよく、例えば、２０ｍｍ以下、１５ｍ
ｍ以下、又は１２ｍｍ以下であってよい。
【００８６】
＜内容物入り包装袋＞
　本発明は、内容物入包装袋も提供する。
【００８７】
　本発明のある実施形態において、内容物入包装袋は、例えば、上記したような本実施形
態の包装袋、及び該包装袋に密封された内容物を含む。
【００８８】
　内容物入包装袋における内容物は、例えば、食品、医薬品、医療用機器、医療用器具、
電子部品、精密機械、記録材料等から選択されてよい。内容物が医薬品又は医療用器具で
あるとき、本発明の効果が最大限に発現されるため、好ましい。
【実施例】
【００８９】
１．酸素吸収積層フィルム１の作製
（１）酸素吸収層用組成物の作製
　酸素欠損を有する酸化セリウムＣｅＯ２－ｘ（ｘ＝０．５）５５質量部、及びＬＤＰＥ
４５質量部を、窒素雰囲気下、二軸押出機を用いて混錬した後、押出すことにより、酸素
吸収層用組成物ペレットを作製した。
【００９０】
（２）両面にスキン層を有する酸素吸収層の作製
　２種３層フィルム用の空冷方式インフレーション成形機を用いた共押出成形により、ス
キン層２０μｍ／酸素吸収層３５μｍ／スキン層２０μｍの層構成を有する３層フィルム
を作製した。
【００９１】
　酸素吸収層には、上記（１）で得た酸素吸収層用組成物ペレットを用いた。スキン層に
は、両層とも、ＬＬＤＰＥ（株式会社プライムポリマー製、品名「エボリューＳＰ２５２
０」）を用いた。
【００９２】
（３）バリア層のラミネート
　バリア層として厚さ９μｍのアルミニウム箔を、表面樹脂層として厚さ１２μｍのポリ
エチレンテレフタレートフィルムを用意し、これらをドライラミネートして得られたＰＥ
Ｔ１２μｍ／／アルミニウム箔９μｍの層構成を有する積層フィルムのアルミニウム箔面
上に、上記の両面にスキン層を有する酸素吸収層を、接着樹脂としてＬＤＰＥ（旭化成株
式会社製、品名「サンテックＬＤ（Ｌ１８５０Ｋ）」）を用いてサンドラミネートするこ
とにより、以下の層構成を有する酸素吸収積層フィルム１を作製した。
　　ＰＥＴ１２μｍ／／アルミニウム箔９μｍ／接着樹脂１５μｍ／スキン層２０μｍ／
酸素吸収層３５μｍ／スキン層２０μｍ
【００９３】
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２．水蒸気吸収積層フィルム１の作製
（１）水蒸気吸収層用組成物の作製
　ゼオライト（ユニオン昭和株式会社製、品名「モレキュラーシーブ　３Ａ」）５５質量
％、及びエチレン・メタクリル酸共重合体（三井・デュポン　ポリケミカル株式会社製、
品名「ニュクレル　４２１４Ｃ」）４５質量部を二軸押出機を用いて混錬した後、押出す
ことにより、水蒸気吸収層用組成物ペレットを作製した。
【００９４】
（２）両面にスキン層を有する水蒸気吸収層の作製
　２種３層フィルム用の空冷方式インフレーション成形機を用いた共押出成形により、ス
キン層１０μｍ／水蒸気吸収層６０μｍ／スキン層１０μｍの層構成を有する３層フィル
ムを作製した。
【００９５】
　水蒸気吸収層には、上記（１）で得た水蒸気吸収層用組成物ペレットを用いた。スキン
層には、両層とも、ＬＬＤＰＥ（株式会社プライムポリマー製、品名「エボリューＳＰ２
５２０」）を用いた。
【００９６】
（３）バリア層のラミネート
　バリア層として厚さ９μｍのアルミニウム箔を、表面樹脂層として厚さ１２μｍのポリ
エチレンテレフタレートフィルムを用意し、これらをドライラミネートして得られたＰＥ
Ｔ１２μｍ／／アルミニウム箔９μｍの層構成を有する積層フィルムのアルミニウム箔面
上に、上記の両面にスキン層を有する水蒸気吸収層を、接着樹脂としてＬＤＰＥ（旭化成
株式会社製、品名「サンテックＬＤ（Ｌ１８５０Ｋ）」）を用いてサンドラミネートする
ことにより、以下の層構成を有する水蒸気吸収積層フィルム１を作製した。
　　ＰＥＴ１２μｍ／／アルミニウム箔９μｍ／接着樹脂１５μｍ／スキン層１０μｍ／
水蒸気吸収層６０μｍ／スキン層１０μｍ
【００９７】
３．水蒸気吸収積層フィルム２の作製
　イージーピール層としてジェイフィルム株式会社製のイージーピールシーラントフィル
ム、品名「ＩＭＸ－Ｌ」（厚さ３０μｍ）を用いた。上記２で得た水蒸気吸収積層フィル
ム１における最外層となるスキン層の上に、上記のイージーピール層をドライラミネート
することにより、イージーピール層を有する水蒸気吸収積層フィルム２を得た。この積層
フィルム２は以下の層構成を有する。
　　ＰＥＴ１２μｍ／／アルミニウム箔９μｍ／接着樹脂１５μｍ／スキン層１０μｍ／
水蒸気吸収層６０μｍ／スキン層１０μｍ／／イージーピール層３０μｍ
【００９８】
　上記において、記号「／／」はドライラミネートを表す（以下同じ。）。
【００９９】
４．比較例用積層フィルム１
　比較例用積層フィルム１としては、ＰＥＴ１２μｍ／／アルミニウム箔９μｍ／／ＬＬ
ＤＰＥ層４０μｍの層構成を有する３層フィルムを用いた。
【０１００】
５．比較例用積層フィルム２の作製
　上記４の比較例用積層フィルム１のＬＬＤＰＥ層側にイージーピール層をドライラミネ
ートすることにより、イージーピール層を有する比較例用積層フィルム２を作製した。比
較例用積層フィルム２は以下の層構成を有する。
　　ＰＥＴ１２μｍ／／アルミニウム箔９μｍ／／ＬＬＤＰＥ層４０μｍ／／イージーピ
ール層３０μｍ
【０１０１】
　イージーピール層としてジェイフィルム株式会社製のイージーピールシーラントフィル
ム、品名「ＩＭＸ－Ｌ」（厚さ３０μｍ）を用いた。
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【０１０２】
＜実施例１＞
　上記１で得た酸素吸収積層フィルム１、及び上記２で得た水蒸気吸収積層フィルム１を
、スキン層同士が接するように対向させて重ね、インパルスシーラーを用いて４辺をシー
ル幅１０ｍｍにてヒートシールすることによって４方シールの包装袋を作製した。
【０１０３】
　上記で得られた包装袋を恒温恒湿槽に入れ、７日間経過後に取り出してヒートシール部
分を剥がし、端部失活における失活距離を測定した。恒温恒湿層は、内温を４０℃に設定
し、内部の湿度は３０％－ＲＨ及び７５％－ＲＨの２水準とした。
【０１０４】
　失活距離とは、包装袋におけるヒートシール部の端部から包装袋内部に向かって、酸素
吸収層の酸素吸収能が失活した距離である。
【０１０５】
　失活距離は、酸素吸収積層フィルム１における酸素吸収層中の酸素欠損を有する酸化セ
リウムが、下記式（２）で表される化学反応によって、酸素欠陥を有さない酸化セリウム
に変化するときの色の変化を利用して測定した。
【化２】

【０１０６】
＜比較例１＞
　上記１で得た酸素吸収積層フィルム１、及び上記４の比較例用積層フィルム１を、酸素
吸収積層フィルムのスキン層と、比較例用積層フィルム１のＬＬＤＰＥ層とが接するよう
に対向させて重ね、インパルスシーラーを用いて４辺をシール幅１０ｍｍにてヒートシー
ルすることによって４方シールの包装袋を作製し、実施例１と同様にして評価した。
【０１０７】
＜実施例２＞
　上記１で得た酸素吸収積層フィルム１、及び上記３で得た水蒸気吸収積層フィルム２を
、酸素吸収積層フィルムのスキン層と、水蒸気吸収積層フィルム２のイージーピール層と
が接するように対向させて重ね、インパルスシーラーを用いて４辺をシール幅１０ｍｍに
てヒートシールすることによって４方シールの包装袋を作製し、実施例１と同様にして評
価した。
【０１０８】
＜比較例２＞
　上記１で得た酸素吸収積層フィルム１、及び上記５で得た比較例用積層フィルム２を、
酸素吸収積層フィルムのスキン層と、比較例用積層フィルム２のイージーピール層とが接
するように対向させて重ね、インパルスシーラーを用いて４辺をシール幅１０ｍｍにてヒ
ートシールすることによって４方シールの包装袋を作製し、実施例１と同様にして評価し
た。
【０１０９】
　上記実施例及び比較例の評価結果は表１に示した。表１中に略称で示した各積層フィル
ムの層構成は表２に示した。また、上記実施例及び比較例で用いた各積層フィルムの層構
成を図３に示した。
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【０１１０】
【表１】

【０１１１】
　表１の結果により、従来技術における包装袋は、低湿度（４０℃、湿度３０％－ＲＨ）
下と比較して、高湿度（４０℃、湿度７５％－ＲＨ）下においては端部失活距離が大きく
なるのに対して、本実施形態の包装袋における端部失活距離は、湿度の高低に依存しない
ことが検証された。
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＜実施例３＞
　上記２で得た酸素吸収積層フィルム２、及び上記３で得た水蒸気吸収積層フィルム１を
、それぞれ６５ｍｍ×６５ｍｍにカットした。これらのカット辺を、スキン層同士が接す
るように重ね合わせ、インパルスシーラーを用いて３辺をヒートシールした。シールして
いない１辺の開口部から袋内部に小型湿度データロガーを入れた後、開口辺を、対向辺の
シール方向と垂直の方向にヒートシールして、上記の小型湿度データロガーが封入された
四面体袋を形成した。
【０１１３】
　上記で得られた四面体袋を、温度２３℃及び湿度５０％－ＲＨの環境下に静置し、内部
の湿度及び酸素吸収量を、それぞれ以下の方法によって測定した。
　　湿度：四面体袋内に封入したデータロガーの表示によった。
　　酸素吸収量：飯島電子工業株式会社製のガルバニ電池式酸素センサ、型式名「パック
マスターＲＯ－１０３」の測定針を四面体袋に刺して測定された酸素濃度から、計算によ
って求めた。
【０１１４】
　測定開始から３時間後におけるデータロガーの表示は０であった。この時点で既に湿度
の測定限界値を下回ったものと考えられる。測定開始から７日間経過後の酸素吸収量は０
．０７ｍＬ／ｃｍ２であった。これらのことから、本発明の包装袋は、水蒸気吸収層が存
在していても優れた酸素吸収性能を示すこと、及び低湿度環境下においても優れた酸素吸
収性能を示すことが検証された。
【符号の説明】
【０１１５】
　１０　　酸素吸収層
　１１　　酸素欠損を有する酸化セリウム
　２０　　水蒸気吸収層
　２１　　水蒸気吸収剤
　３０　　バリア層
　４０　　スキン層
　５０　　表面樹脂層
　６０　　イージーピール層
　１００　　包装袋
　１１０　　ヒートシール部
　２００　　包装袋
　２１０　　ヒートシール部
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